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【運動部活動における留意事項】

○ 全ての活動において、考えられる最大限の感染防止対策を講じるとともに、(別紙)

遵守事項（令和４年４月２９日から）に則った上で実施すること。

○ 活動日数及び 時間は、「運動部活動運営・指導の手引」を基に各校で定めた「部

活動の方針」の内容を遵守し、感染拡大防止の観点からも、可能な限り短時間で効果

的な活動に積極的に取り組むこと。

１ 練習試合等の他校との交流について

実施については、その必要性や感染防止対策、交流する学校等の地域の感染状況等を

踏まえ、必要最小限の日程及び人数で計画し、保護者の同意を必ず得た上で、校長の責

任の下、判断すること。

２ 大会参加について

参加については、保護者の同意を必ず得た上で、校長の責任の下、慎重に判断するこ

と。特に、事前に予定・計画していなかった大会への参加については、より慎重に判断

すること。

また、会場への移動・食事・宿泊、会場での更衣室や会議室の利用時などにおいても、

生徒、顧問等の感染防止対策を徹底すること。

３ 宿泊を伴う活動について

宿泊については、日程や移動距離、生徒の健康面への配慮等、その必要性を踏まえ慎

重に判断すること。

やむを得ず宿泊する場合は、特に感染防止対策を徹底する必要があることから、校長

は、事前に参加計画等によりその内容を確認し、必要に応じて指導・助言すること。

４ その他

○ 地域の感染状況によっては、校長の判断により、活動を一時的に停止するなど柔軟

な対応をすること。

○ 上記の活動において、県外との往来や県外チームとの交流を行った場合は、帰県後

十分な健康観察期間を設けるとともに、必要に応じて抗原検査やＰＣＲ検査等を行う

など、適切な対応をすること。

○ 各競技の国内統括団体である中央競技団体は、競技ごとの特性を踏まえた独自のガ

イドライン（指針）作りや改訂を進めており、随時ホームページに掲載・公開するこ

ととしているので、その動向を注視するとともに、各競技が採るべき最新の感染防止

対策を講じること。

密集する運動や近距離で組み合ったり接触したりする場面が多い活動、向かい合って

発声したりする活動の実施は慎重な検討が必要です。



○ 練習等において、審判を依頼したり、保護者や関係者が試合観戦したりする場合も、

十分な感染対策を講じること。

○ 本件に関する各種問合せについては、保健体育課まで連絡すること。

【文化部活動における留意事項】

○ 運動部活動における留意事項に準ずること。

○ 活動する際は、文化芸術団体が作成するガイドライン及び「文化部活動運営・指導

の手引」(平成31年３月秋田県教育委員会)に準拠すること。

○ 活動場所を分散し、一部屋の人数を減らすなど、実施方法を工夫し、互いに接近し

たミーティング等は避けること。

○ 吹奏楽部や合唱部などは、パートごとに時間差を設けての練習や、向かい合って練

習しないなど、練習方法を工夫すること。

○ コンクール等の参加に当たっては、学校として主催団体とともに責任をもって、大

会における演技、演奏時間等はもとより、会場への移動・会食・宿泊、会場での更衣

室や会議室等の利用時などにおいても、生徒、顧問等の感染拡大を防止するための対

策を講じること。

部活動について、競技中や練習中だけでなく、生徒同士での会食、長時間の集団で

の移動、寮生活などを含め、長時間にわたって生徒や指導者が行動を共にしている場

合は、集団内での感染拡大の可能性が高まると考えられることが指摘されている。部

活動の内外を問わず、集団で長時間活動する場合は、感染症対策を徹底することが必

要である。

【具体的な感染症対策】

○ 飛沫感染に留意し、近距離での大声を徹底的に避ける。

○ こまめな手洗いを励行する。

○ 体調のすぐれない生徒などは部活動への参加を見合わせ、自宅で休養する。

○ 部活動の練習場所や更衣室など、また食事や集団での移動の際の三密を避ける。



別紙

部活動の実施における遵守事項（令和４年４月29日から）

（活動全般）

○ 学校関係者に陽性者や濃厚接触者等が確認され、感染の拡大が危惧される場合は、直ちに活

動を中止するとともに、再開については学校医等に相談した上で慎重に判断すること。

○ 練習前に、検温及び聞き取り等による健康観察を徹底し、少しでも体調に異変がある場合は、

練習に参加させないこと。

○ 顧問等の立ち会いの下、活動を行うこと。

○ 練習前後の更衣やミーティングを行う場合は、三密を避けること。

○ 練習会場の広さに対する部員数から、密を回避できないと判断される場合は、学年ごとや男

女別に分けるなど、活動形態・方法を工夫すること。

特に、屋内で活動する場合は、各種目の特性に応じて、近距離で大声を出す活動などの感染

リスクの高い活動は、可能な限り避けること。

（食事）

○ 食事をとる際は、学校単位を原則とし、間隔を十分に確保するとともに、黙食を徹底すること。

○ 練習後は校内外を問わず、集団で飲食をしないよう、指導を徹底すること。

（移動、宿泊）

○ バスや自家用車等で移動する場合は、マスク着用はもちろん、座席に余裕をもって、人数を

割り当てるとともに、常時、又は定期的な換気を行うこと。

○ やむを得ず宿泊する場合は、感染防止対策を徹底しているホテルや旅館を選定すること。自

校及び他校のセミナーハウスや合宿所は使用しないこと。

また、その際、個室での宿泊が望ましいが、２人以上の相部屋とせざるを得ない場合は、部

屋の広さに対する人数に、十分配慮すること。

（他校等との交流）

○ 交流後の健康観察は特に徹底し、参加者に異変があった場合は、関係校間で速やかに情報共

有するなど、部内、校内、他校への感染拡大防止に細心の注意を払うこと。

（県外校等との交流）

○ 相手校が所在する都道府県等（設置者）のコロナ禍における部活動の方針（制限等）を踏ま

えた上で計画すること。なお、対戦校が私立学校の場合は、互いの校長が交流内容や感染防止

対策等について、事前に確認した上で計画すること。


